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鹿 児 島 地 区 合 併 協 議 会 だ よ り（ ） 平成 年（ 年） 月 日 （ ）

女
性
政
策
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

女
性
政
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

調
整
方
針（
案
）

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

鹿
児
島
市
と
桜
島
町
に
同
種
の

懇
話
会
が
あ
り
、
鹿
児
島
市
の
懇

話
会
は
特
に
地
域
を
限
定
せ
ず
全

市
的
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
併
時

に
鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合
す
る

も
の
で
す
。

調
整
方
針（
案
）

姉
妹
都
市
等
、
国
際
・

国
内
交
流
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

青
少
年
の
海
外
派
遣
等
事
業

合
併
時
に
鹿
児
島
市
が
実
施
し

て
い
る

青
少
年
の
翼
事
業

に

統
合
し
ま
す
が
、
そ
の
事
業
内
容

に
つ
い
て
も
合
併
後
に
見
直
す
も

の
で
す
。

桜
島
町
、
喜
入
町
、
松
元
町

及
び
郡
山
町
の
人
材
育
成
等
基

金
は
合
併
時
に
廃
止
し
、
鹿
児

島
市
の
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ

る
も
の
で
す
。

兄
弟
都
市
等
と
の
交
流
（
国
内
）

鹿
児
島
市
の
交
流
は
現
行
ど
お

り
と
し
、
吉
田
町
、
喜
入
町
に
つ

い
て
は
合
併
時
ま
で
に
交
流
先
の

意
向
等
も
踏
ま
え
、
交
流
の
内
容

に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
で
す
。

姉
妹
・
友
好
都
市
（
海
外
）

鹿
児
島
市
の

つ
の
姉
妹
・
友

好
都
市
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
桜

島
町
の
友
好
都
市（
リ
ポ
ン
市【
米

国
】）
は
、
合
併
時
ま
で
に
相
手

方
の
意
向
等
も
踏
ま
え
、
取
扱
い

を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

交
通
関
係
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

吉
田
町
、
松
元
町
及
び
郡
山
町

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
路
線

バ
ス
が
な
い
な
ど
公
共
交
通
の
不

便
な
地
域
の
交
通
手
段
と
し
て
定

着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
行
ど

お
り
運
行
す
る
も
の
で
す
。

運
行
サ
ー
ビ
ス
は
現
行
ど
お

り
と
し
、合
併
後
は
、利
用
状
況

を
見
て
利
用
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。

利
用
者
負
担
は
、現
行
ど
お
り

（

円
）と
す
る
も
の
で
す
。

運
行
サ
ー
ビ
ス
は
現
行
ど
お

り
と
し
、合
併
後
は
、利
用
状
況

を
見
て
利
用
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。

利
用
者
負
担
は
、現
行
ど
お
り

（

円
）と
す
る
も
の
で
す
。

桜
島
町
、
喜
入
町
、
松
元
町

及
び
郡
山
町
の
人
材
育
成
等
基

金
は
合
併
時
に
廃
止
し
、
鹿
児

島
市
の
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ

る
も
の
で
す
。

運
行
サ
ー
ビ
ス
は
現
行
ど
お

り
と
し
、合
併
後
は
、利
用
状
況

を
見
て
利
用
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。

利
用
者
負
担
は
、現
行
ど
お
り

（

円
）と
す
る
も
の
で
す
。

桜
島
町
、
喜
入
町
、
松
元
町

及
び
郡
山
町
の
人
材
育
成
等
基

金
は
合
併
時
に
廃
止
し
、
鹿
児

島
市
の
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ

る
も
の
で
す
。

主
な
調
整
方
針（
案
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
福
祉
号
の
運
行

桜
島
町
が
古
河
良
（
ふ
く
ら
）

地
区
に
お
い
て
、
高
齢
者
・
障
害

者
な
ど
を
対
象
に
直
営
で
運
行
し

て
い
る
福
祉
号
は
、
運
行
形
態
を

見
直
し
引
き
続
き
運
行
し
ま
す

が
、
合
併
後
は
対
象
者
を
限
定
し

な
い
も
の
と
し
、
利
用
状
況
を
見

て
利
用
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
見
直
し

を
行
う
も
の
で
す
。

現
在
、無
料
の
運
賃
は
、町
内
の

路
線
バ
ス
の
初
乗
り
運
賃（

円
）と
同
程
度
の
有
料
と
し
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
つ
い
て
は
負

担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

自
動
車
航
送
料
助
成
及
び
自
家
用

自
動
車
通
勤
費
助
成

両
制
度
は
桜
島
町
民
を
対
象
と

し
た
フ
ェ
リ
ー
運
賃
の
助
成
制
度

で
あ
り
、合
併
時
に
廃
止
し
ま
す

現
在
、無
料
の
運
賃
は
、町
内
の

路
線
バ
ス
の
初
乗
り
運
賃（

円
）と
同
程
度
の
有
料
と
し
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
つ
い
て
は
負

担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

現
在
、無
料
の
運
賃
は
、町
内
の

路
線
バ
ス
の
初
乗
り
運
賃（

円
）と
同
程
度
の
有
料
と
し
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
つ
い
て
は
負

担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

が
、桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
桜
島
に
居
住

す
る
人
々
に
と
っ
て
は
通
勤

通

学
通
院
等
の
生
活
路
線
で
あ
る
こ

と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
両
制
度
の
経

過
を
踏
ま
え
、合
併
時
ま
で
に
フ
ェ

リ
ー
事
業
と
し
て
割
引
制
度
の
拡

充
な
ど
検
討
す
る
も
の
で
す
。

自
動
車
運
送
事
業

桜
島
町
の
バ
ス
事
業
は
、
合
併

時
に
鹿
児
島
市
交
通
局
の
バ
ス
事

業
と
し
て
運
営
す
る
も
の
で
す
。

桜
島
町
の
路
線
バ
ス
の
路
線

ダ
イ
ヤ
は
、現
行
の
運
行
本
数
と

同
程
度
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

合
併
時
に
再
編
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
普
通
料

金
は
、
合
併
後
も
現
行
ど
お
り

と
す
る
も
の
で
す
。

桜
島
町
の
路
線
バ
ス
の
路
線

ダ
イ
ヤ
は
、現
行
の
運
行
本
数
と

同
程
度
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

合
併
時
に
再
編
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
普
通
料

金
は
、
合
併
後
も
現
行
ど
お
り

と
す
る
も
の
で
す
。

桜
島
町
の
路
線
バ
ス
の
路
線

ダ
イ
ヤ
は
、現
行
の
運
行
本
数
と

同
程
度
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

合
併
時
に
再
編
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
普
通
料

金
は
、
合
併
後
も
現
行
ど
お
り

と
す
る
も
の
で
す
。

広
聴
広
報
関
係
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

広
聴
広
報
関
係
事
業
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
鹿
児
島
市
の
制
度
に

統
合
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
調
整
方
針（
案
）

市
政
出
前
ト
ー
ク

市
民
と
行
政
の
協
働
を
目
指

し
、
市
政
の
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
市
民
の
提
言
等
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成

年

月
か
ら
鹿
児
島
市
が
実
施
し
て
い

る
事
業
で
、
合
併
時
に
こ
の
制
度

を

町
に
も
適
用
す
る
も
の
で
す
。

町
政
説
明
会
（

町
で
実
施
）

合
併
時
に
廃
止
し
、

町
の
住

民
へ
の
市
政
の
説
明
は
市
政
出
前

ト
ー
ク
を
活
用
し
対
応
す
る
も
の

で
す
。

広
報
紙

市
民
の
ひ
ろ
ば

の
発

行
合
併
時
に
鹿
児
島
市
の

市
民

の
ひ
ろ
ば

に
統
合
し
ま
す
が
、

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
性
を
配
慮
し
た
紙
面
づ
く

り
を
行
う
も
の
で
す
。

防
災
・
防
犯
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

防
災
行
政
無
線

同
報
系
と
移
動
系
の

種
類
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ー
カ
ー
・
周

波
数
等
が
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、

合
併
時
に
引
き
継
ぎ
、
鹿
児
島
市

に
遠
隔
制
御
器
を
設
置
し
専
用
回

線
で
接
続
し
て
、

町
の
無
線
を

制
御
・
運
用
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
機
器
の
更
新
時
に

設
置
目
的
等
を
踏
ま
え
、
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
既
存
集
落
に
新
築
す

る
家
屋
に
つ
い
て
は
、機
器
の
更

新
時
ま
で
は
現
行
ど
お
り
戸
別

受
信
機
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
機
器
の
更
新
時
に

設
置
目
的
等
を
踏
ま
え
、
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
既
存
集
落
に
新
築
す

る
家
屋
に
つ
い
て
は
、機
器
の
更

新
時
ま
で
は
現
行
ど
お
り
戸
別

受
信
機
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
機
器
の
更
新
時
に

設
置
目
的
等
を
踏
ま
え
、
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
既
存
集
落
に
新
築
す

る
家
屋
に
つ
い
て
は
、機
器
の
更

新
時
ま
で
は
現
行
ど
お
り
戸
別

受
信
機
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

主
な
調
整
方
針（
案
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

交
通
災
害
共
済
事
業

合
併
時
に
鹿
児
島
市
の
制
度
を

適
用
し
、一
元
化
す
る
も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
は
単
独
、

町
は

県
町
村
会
の
交
通
災
害
共
済
制

度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
補
助
事
業

合
併
す
る
年
度
の
翌
年
度
（

年
度
）
に
、
鹿
児
島
市
の
制
度
を

町
に
も
適
用
す
る
も
の
で
す
。

防
犯
灯
設
置
費
補
助（
新
設

取
替
と
も
〔

灯
あ
た
り
〕）

共
架
式

円

小
柱
式

円

防
犯
灯
電
気
料
補
助

基
準
の
範
囲
内
（
上
限

）
で
、
全
額
補
助
す

る
も
の
で
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
業

務
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

住
民
基
本
台
帳
事
務
等
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
調
整
方
針（
案
）

住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
の
様
式

合
併
時
に
住
民
票
は

・
個

人
票
に
、
印
鑑
証
明
は

の
様

式
に
統
合
す
る
も
の
で
す
。

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
証
明
交
付

事
務
（
桜
島
町
の
み
）

現
行
ど
お
り
、
袴
腰
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
住
民
票
等
の
交
付

を
行
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
実
施

方
法
は
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る

も
の
で
す
。

出
生
時
の
お
祝
い
（
鹿
児
島
市
の

み
）出生

届
の
提
出
時
に
誕
生
ア
ル

バ
ム
を
進
呈
す
る
も
の
で
、
合
併

時
に
こ
の
制
度
を

町
に
も
適
用

す
る
も
の
で
す
。

防
犯
灯
設
置
費
補
助（
新
設

取
替
と
も
〔

灯
あ
た
り
〕）

共
架
式

円

小
柱
式

円

防
犯
灯
電
気
料
補
助

基
準
の
範
囲
内
（
上
限

）
で
、
全
額
補
助
す

る
も
の
で
す
。

防
犯
灯
設
置
費
補
助（
新
設

取
替
と
も
〔

灯
あ
た
り
〕）

共
架
式

円

小
柱
式

円

防
犯
灯
電
気
料
補
助

基
準
の
範
囲
内
（
上
限

）
で
、
全
額
補
助
す

る
も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
は
単
独
、

町
は

県
町
村
会
の
交
通
災
害
共
済
制

度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
市
は
単
独
、

町
は

県
町
村
会
の
交
通
災
害
共
済
制

度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

主
な
調
整
方
針（
案
）

第

回
協
議
会
で
継
続
協
議

と
な
っ
て
い
た
議
案

件
の
う

ち

交
通
関
係
事
業
の
取
扱

い

を
除
く
議
案

件
及
び
今

回
新
た
に
提
案
さ
れ
た

議
会

の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取

扱
い

は
、
原
案
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

（
継
続
議
案
の
詳
細
は

面
に
掲
載
）

町
名
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ

い
て

女
性
政
策
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

姉
妹
都
市
等
、
国
際
・
国
内

交
流
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て広
聴
広
報
関
係
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

防
災
・
防
犯
関
係
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
業
務
の

取
扱
い
に
つ
い
て

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任

期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

町
名
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ

い
て

女
性
政
策
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

姉
妹
都
市
等
、
国
際
・
国
内

交
流
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て広
聴
広
報
関
係
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

防
災
・
防
犯
関
係
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
業
務
の

取
扱
い
に
つ
い
て

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任

期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

町
名
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ

い
て

女
性
政
策
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

姉
妹
都
市
等
、
国
際
・
国
内

交
流
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て広
聴
広
報
関
係
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

防
災
・
防
犯
関
係
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
業
務
の

取
扱
い
に
つ
い
て

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任

期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

速やかな一体化と新市全体の均衡ある発展を図るため

交
通
関
係
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

意
見
桜
島
町
の
地
理
的
・
自
然

的
な
特
殊
事
情
を
考
慮
さ
れ
、
自

動
車
航
送
料
助
成

と

自
家
用

自
動
車
通
勤
費
助
成

の
制
度
を

現
行
ど
お
り
継
続
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
し
ま
す
。

交
通
政
策
上
、
桜
島
町
民
の
み

へ
の
助
成
は
、
同
様
の
地
理
的
環

境
に
あ
る
東
桜
島
地
区
の
住
民

や
、
鹿
児
島
市
か
ら
桜
島
へ
頻
繁

に
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
さ
れ
る
方
々

と
の
間
で
、
か
え
っ
て
不
公
平
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
生
じ
る
こ
と
に

な
り
、
ま
た
、
こ
の
制
度
を
新
市

全
域
に
拡
大
す
る
と
な
る
と
財
政

負
担
も
莫
大
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
合
併
時
に
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

し
か
し
、こ
の
助
成
制
度
は
、こ

れ
ま
で
桜
島
町
の
住
民
生
活
に
関

わ
り
が
深
い
制
度
で
あ
り
、
助
成

制
度
に
代
わ
る
利
用
者
負
担
の
軽

減
策
と
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
事
業
者

に
お
い
て
料
金
の
割
引
制
度
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

慣
行
（
都
市
宣
言
）
の
取

扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

鹿
児
島
市
の
都
市
宣
言
を
用
い
る

も
の
と
し
、
喜
入
町
、
松
元
町
及
び

郡
山
町
の
宣
言
は
合
併
時
に
廃
止
し

ま
す
が
、歴
史
的
経
過
等
を
踏
ま
え
、

合
併
時
ま
で
に
検
討
す
る
も
の
で

す
。建

設
関
係
事
業
（
公
の
施

設
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

財
産
及
び
公
の
施
設
の
取
扱
い

は
、
鹿
児
島
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
園
・
市

営
及
び
町
営
住
宅
・
市
道
及
び
町

道
・
港
湾
な
ど
、
住
民
生
活
に
大
き

く
関
わ
る
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

管
理
運
営
に
つ
い
て
改
め
て
提
案
す

る
も
の
で
す
。

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
原
案
の
と
お
り
決
定
）

合
併
特
例
法
第

条
第

項
及
び

第

項
に
規
定
す
る
定
数
特
例
を
適

用
し
、
鹿
児
島
市
の
議
員
の
残
任
期

間
に
相
当
す
る
期
間
に
限
り
定
数
を

増
加
し
、
町
の
区
域
ご
と
に
選
挙
区

を
設
け
増
員
選
挙
を
行
う
も
の
で
す
。

合
併
日
か
ら

日
以
内
に
市

議
会
議
長
は
選
挙
管
理
委
員
会

に
定
数
の
増
加
を
通
知
し
、
選

挙
管
理
委
員
会
は
通
知
を
受
領

し
た
日
か
ら

日
以
内
に
、

町
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
ご
と
に

定
数
を
そ
れ
ぞ
れ

人
と
す
る

増
員
選
挙
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

当
選
し
た
議
員
は
鹿
児
島
市

議
会
議
員
と
し
て
、
次
の
一
般

選
挙
が
あ
る

年

月

日
ま

で
在
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定

数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に

つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

町
の
農
業
委
員
会
は
鹿
児
島
市

農
業
委
員
会
に
統
合
し
、

つ
の
農

業
委
員
会
と
す
る
も
の
で
す
。

町
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
は
、
合
併
特
例
法
第

条
第

項
第

号
に
規
定
す
る
特
例
措
置

を
適
用
し
、
各
町
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
互
選
さ
れ
た

人
、
合
計

人
の

委
員
は
、
鹿
児
島
市
農
業
委
員
会
委

員
と
し
て

年

月

日
ま
で
在
任

す
る
も
の
で
す
。

合
併
特
例
法
適
用
期
間
（
合

併
の
日
か
ら

年

月

日
ま

で
）
の

町
の
選
挙
委
員
は
、

定
数
〔
現
況
〕

人
が

人
と

な
り
、

町
の
農
業
協
同
組
合

や
農
業
共
済
組
合
が
推
薦
す
る

選
任
委
員
は
、〔
現
況
〕

人
が

人
で
、
選
挙
委
員
と
選
任
委

員
の
合
計
は
〔
現
況
〕

人
が

人
と
な
り
ま
す
。

合
併
日
か
ら

日
以
内
に
市

議
会
議
長
は
選
挙
管
理
委
員
会

に
定
数
の
増
加
を
通
知
し
、
選

挙
管
理
委
員
会
は
通
知
を
受
領

し
た
日
か
ら

日
以
内
に
、

町
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
ご
と
に

定
数
を
そ
れ
ぞ
れ

人
と
す
る

増
員
選
挙
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

当
選
し
た
議
員
は
鹿
児
島
市

議
会
議
員
と
し
て
、
次
の
一
般

選
挙
が
あ
る

年

月

日
ま

で
在
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

合
併
日
か
ら

日
以
内
に
市

議
会
議
長
は
選
挙
管
理
委
員
会

に
定
数
の
増
加
を
通
知
し
、
選

挙
管
理
委
員
会
は
通
知
を
受
領

し
た
日
か
ら

日
以
内
に
、

町
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
ご
と
に

定
数
を
そ
れ
ぞ
れ

人
と
す
る

増
員
選
挙
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

当
選
し
た
議
員
は
鹿
児
島
市

議
会
議
員
と
し
て
、
次
の
一
般

選
挙
が
あ
る

年

月

日
ま

で
在
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

合
併
特
例
法
適
用
期
間
（
合

併
の
日
か
ら

年

月

日
ま

で
）
の

町
の
選
挙
委
員
は
、

定
数
〔
現
況
〕

人
が

人
と

な
り
、

町
の
農
業
協
同
組
合

や
農
業
共
済
組
合
が
推
薦
す
る

選
任
委
員
は
、〔
現
況
〕

人
が

人
で
、
選
挙
委
員
と
選
任
委

員
の
合
計
は
〔
現
況
〕

人
が

人
と
な
り
ま
す
。

合
併
特
例
法
適
用
期
間
（
合

併
の
日
か
ら

年

月

日
ま

で
）
の

町
の
選
挙
委
員
は
、

定
数
〔
現
況
〕

人
が

人
と

な
り
、

町
の
農
業
協
同
組
合

や
農
業
共
済
組
合
が
推
薦
す
る

選
任
委
員
は
、〔
現
況
〕

人
が

人
で
、
選
挙
委
員
と
選
任
委

員
の
合
計
は
〔
現
況
〕

人
が

人
と
な
り
ま
す
。

協
議
さ
れ
た
こ
と

協
議
さ
れ
た
こ
と

町
内
会
広
報
活
動
推
進
事
業

印
刷
機
器
パ
ソ
コ
ン
購
入
な

ど
、多
く
の
補
助
対
象
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
る
鹿
児
島
市
の
制
度
を
、合
併
す

る
年
度
の
翌
年
度
（

年
度
）
か

ら

町
に
も
適
用
す
る
も
の
で
す
。

町
内
会
集
会
所
建
築
等
補
助
事
業

集
会
所
の
新
築
・
取
得
・
増
改

築
の
事
業
費
補
助
に
つ
い
て
、
合

併
す
る
年
度
の
翌
年
度（

年
度
）

か
ら
鹿
児
島
市
の
制
度
を

町
に

も
適
用
す
る
も
の
で
す
。

【
補
助
率
】

分
の

【
限
度
額
】

新
築
・
取
得

万
円

増
改
築

万
円

【
補
助
率
】

分
の

【
限
度
額
】

新
築
・
取
得

万
円

増
改
築

万
円

【
補
助
率
】

分
の

【
限
度
額
】

新
築
・
取
得

万
円

増
改
築

万
円

行
政
連
絡
員
制
度

合
併
す
る
年
度
（

年
度
）
か

ら
起
算
し
て

年
度
を
経
過
し
た

年
度
（

年
度
）
ま
で
に
廃
止
し
、

廃
止
ま
で
の
間
の
運
営
方
法
に
つ

い
て
は
段
階
的
に
調
整
を
行
う
も

の
で
す
。

鹿
児
島
市
で
は
、
行
政
文

書
の
配
布
は
郵
送
や
業
者
に

委
託
し
て
お
り
、

町
で
は

自
治
公
民
館

集
落

ご

と
に
行
政
連
絡
員
を
配
置
し

行
政
事
務
の
連
絡
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
合
併
後
の
全
市

的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

鹿
児
島
市
の
方
式
に
す
る
も

の
で
す
。

な
お
、

町
で
は
こ
れ
ま

で
の
行
政
と
自
治
公
民
館
と

の
つ
な
が
り
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
等
に

つ
い
て
は

年
間
で
段
階
的

に
減
額
し
、
平
成

年
度
か

ら
鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合

す
る
も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
で
は
、
行
政
文

書
の
配
布
は
郵
送
や
業
者
に

委
託
し
て
お
り
、

町
で
は

自
治
公
民
館

集
落

ご

と
に
行
政
連
絡
員
を
配
置
し

行
政
事
務
の
連
絡
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
合
併
後
の
全
市

的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

鹿
児
島
市
の
方
式
に
す
る
も

の
で
す
。

な
お
、

町
で
は
こ
れ
ま

で
の
行
政
と
自
治
公
民
館
と

の
つ
な
が
り
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
等
に

つ
い
て
は

年
間
で
段
階
的

に
減
額
し
、
平
成

年
度
か

ら
鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合

す
る
も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
で
は
、
行
政
文

書
の
配
布
は
郵
送
や
業
者
に

委
託
し
て
お
り
、

町
で
は

自
治
公
民
館

集
落

ご

と
に
行
政
連
絡
員
を
配
置
し

行
政
事
務
の
連
絡
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
合
併
後
の
全
市

的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

鹿
児
島
市
の
方
式
に
す
る
も

の
で
す
。

な
お
、

町
で
は
こ
れ
ま

で
の
行
政
と
自
治
公
民
館
と

の
つ
な
が
り
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
等
に

つ
い
て
は

年
間
で
段
階
的

に
減
額
し
、
平
成

年
度
か

ら
鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合

す
る
も
の
で
す
。

自
治
組
織
へ
の
運
営
補
助
金

合
併
す
る
年
度（

年
度
）か
ら

起
算
し
て

年
度
を
経
過
し
た
年

度（

年
度
）ま
で
に
廃
止
し
、廃

止
ま
で
の
間
の
補
助
金
の
額
は
段

階
的
に
調
整
を
行
う
も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
の
町
内
会
活
動

の
財
源
は
、会
費
・
寄
付
金
・

市
か
ら
の
活
動
補
助
金
で
賄

わ
れ
、
吉
田
町
を
除
く

町

で
は
、
こ
れ
以
外
に
行
政
か

ら
の
運
営
補
助
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

自
治
組
織
は
住
民
の
任
意

の
組
織
で
あ
り
、
行
政
の
末

端
組
織
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

町
の
補
助
制
度
は
廃
止
し

鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、

町
で
は
こ
れ
ま

で
の
行
政
と
自
治
公
民
館
と

の
つ
な
が
り
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
の

額
は

年
間
で
段
階
的
に
減

額
し
、
平
成

年
度
か
ら
鹿

児
島
市
の
制
度
に
統
合
す
る

も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
の
町
内
会
活
動

の
財
源
は
、会
費
・
寄
付
金
・

市
か
ら
の
活
動
補
助
金
で
賄

わ
れ
、
吉
田
町
を
除
く

町

で
は
、
こ
れ
以
外
に
行
政
か

ら
の
運
営
補
助
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

自
治
組
織
は
住
民
の
任
意

の
組
織
で
あ
り
、
行
政
の
末

端
組
織
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

町
の
補
助
制
度
は
廃
止
し

鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、

町
で
は
こ
れ
ま

で
の
行
政
と
自
治
公
民
館
と

の
つ
な
が
り
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
の

額
は

年
間
で
段
階
的
に
減

額
し
、
平
成

年
度
か
ら
鹿

児
島
市
の
制
度
に
統
合
す
る

も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
の
町
内
会
活
動

の
財
源
は
、会
費
・
寄
付
金
・

市
か
ら
の
活
動
補
助
金
で
賄

わ
れ
、
吉
田
町
を
除
く

町

で
は
、
こ
れ
以
外
に
行
政
か

ら
の
運
営
補
助
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

自
治
組
織
は
住
民
の
任
意

の
組
織
で
あ
り
、
行
政
の
末

端
組
織
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

町
の
補
助
制
度
は
廃
止
し

鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、

町
で
は
こ
れ
ま

で
の
行
政
と
自
治
公
民
館
と

の
つ
な
が
り
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
の

額
は

年
間
で
段
階
的
に
減

額
し
、
平
成

年
度
か
ら
鹿

児
島
市
の
制
度
に
統
合
す
る

も
の
で
す
。

行
政
連
絡
員
制
度

自
治
組
織
へ
の
運
営
補
助
金
は

年
間
で
段
階
的
に
調
整

桜
島
フ
ェ
リ
ー
に

公
営
企
業
管
理
者
を
設
置

桜
島
町
交
通
事
業
（
フ
ェ
リ
ー
）
事
業
主
体

桜
島
町
の
フ
ェ
リ
ー
事
業
は
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
を
適
用
し
た

公
営
企
業
で
す
が
、合
併
後
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
を
適
用
し
、

設
置
者（
地
方
公
共
団
体
の
長
）
と
は
別
に
管
理
者
を
置
く
公
営
企
業

と
す
る
も
の
で
す
。

地方公営企業法の 一部適用 と 全部適用
地方公営企業法の 一部適用 のもとでは、特別会計の設置や企

業会計方式の導入など同法の財務規定により設置者が運営を行う
ことになりますが、全部適用 とすることで、公営企業管理者を置
くことができ、地方公営企業としての公共性の確保と企業の経済
性を発揮するため、より効果的で専門的な経営が可能になります。

平
成

年

月

日（
火
）、か
ご
し

ま
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ

階
大
会
議
室
に

お
い
て
、
第

回
鹿
児
島
地
区
合
併
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
事
務
局
よ
り
、
合

併
協
議
会
の
個
別
事
務
事
業
等
の
調
整

項
目
を

項
目
か
ら

項

目
に
整
理
統
合
し
た
経
緯
に
つ
い
て
の

報
告
の
あ
と
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

交
通
関
係
事
業
の
取
扱
い
は

再
度
、継
続
協
議
に

第

回
協
議
会
で
継
続
協
議
と
な
っ

て
い
た
議
案

件
の
う
ち
、

町
名
・

字
名
の
取
扱
い

な
ど

件
は
原
案
の

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

交
通

関
係
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、

桜
島
町
の
委
員
か
ら

自
動
車
航
送

料
助
成

及
び

自
家
用
自
動
車
通
勤

費
助
成

に
つ
い
て
、
合
併
時
に
制
度

を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
海
を
隔
て
る
桜

島
町
民
に
と
っ
て
は
生
活
基
盤
を
揺
る

が
す
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
継
続
協
議

と
し
町
民
に
説
明
で
き
る
新
た
な
結
論

を
見
い
出
す
よ
う
な
努
力
が
必
要

と

の
強
い
意
見
が
出
さ
れ
、
再
度
、
継
続

協
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い
は
原
案
の
と

お
り
決
定

ま
た
、
今
回
新
た
に
提
案
さ
れ
た
議

案

件
の
う
ち
、

議
会
の
議
員
の
定

数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

委
員
か
ら

取
扱
い
案
は
、
こ
れ
ま
で

市

町
の
議
会
の
代
表
者
会
に
お
い

て
協
議
さ
れ
、
新
聞
報
道
等
を
通
じ
て

住
民
に
も
十
分
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
継
続
協
議
と
せ
ず
、
こ
の
場

で
決
定
し
て
は
ど
う
か

と
の
意
見
が

あ
り
原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
。残
り
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織

の
取
扱
い

な
ど
議
案

件
は
継
続
協

議
と
し
、
各
委
員
が
持
ち
帰
り
、
次
回

以
降
の
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
事
務
局
よ
り
首
長
会
に

お
い
て
特
別
職
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
議
案
と
し
て
提
出
し
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、
第

回

協
議
会
を

月

日（
火
）午
後

時
か

ら
午
後

時
ま
で
、
鹿
児
島
市
の
か
ご

し
ま
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ

階
大
会
議
室

で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

調整項目を 項目から 項目に整理統合
個別事務事業等に係る調整項目の件数は、 年 月時点で、
国のマニュアル等により設定した 件を見込んでいまし
たが、専門部会等で協議を進めていく中で、
・類似の他の事務事業に一本化することが妥当であるもの
・鹿児島市のみの事務事業であり、合併後はそのまま 町に
適用されるもの

・法令等に基づく国・県の事務事業であり、 市 町間で違
いがないもの

等を整理統合した結果、現時点で 件になりました。

まちづくり推進組織の取扱いについて
（継続協議となりました）

町のそれぞれのまちづくりを推進する
とともに、新市としての速やかな一体化と新
市全体の均衡ある発展を図るため、合併特
例法に規定する 地域審議会 以上に、 町
の住民がそれぞれの地域のまちづくりに関
して自由闊

かっ

達
たつ

に意見や提言を述べ、さらに地
域審議会の権能にはない新市全体のまちづ
くりを協議する組織を設置するものです。

【設置期間】
地域まちづくり会議 （仮称）及び か

ごしままちづくり会議 （仮称）ともに、
合併後、速やかに設置し、コミュニティの
形成状況やまちづくりの進展の状況、国の
地方制度調査会で検討を進めている地域自
治組織等も勘案し、 年度中に組織の在り
方について検討します。


